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逃
げ
道
の
確
保

ま
ず
足
元
か
ら

き
む
ら
・
た
く
ろ
う

東
北
工

大
卒
、
長
崎
大
大
学
院
博
士
後
期

課
程
修
了

年
に
社
会
安
全
研

究
所
を
設
立

年
に
一
般
社
団

法
人
減
災
・
復
興
支
援
機
構
を
設

立
し
現
職

東
日
本
大
震
災
後
は

宮
城
県
震
災
復
興
会
議
の
委
員
も

務
め
た

専
門
は
市
民
防
災
学

災

害
社
会
学

石
巻
市
出
身

歳
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

大
曲
地
区
は
平
地
で
、
津
波

の
時
に
安
心
し
て
逃
げ
ら
れ
る

高
台
が
近
く
に
な
い
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
高
齢
化
も
進
み
、

遠
く
へ
の
迅
速
な
避
難
は
難
し

い
。
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
地

域
も
多
く
、
夜
間
に
地
震
が
起

き
た
場
合
、
避
難
は
さ
ら
に
困

難
に
な
る
。

地
震
の
震
源
、
規
模
に
よ
っ

て
は
、
津
波
が
東
日
本
大
震
災

の
大
津
波
よ
り
も
早
く
来
襲
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
将
来
的
に

は
避
難
ビ
ル
の
よ
う
な
場
所
を

確
保
す
る
べ
き
だ
。

夜
間
の
避
難
に
関
し
て
は
、

ソ
ー
ラ
ー
充
電
式
の
庭
用
ラ
イ

ト
を
、
各
家
庭
が
自
宅
前
の
道

路
沿
い
に
３
個
ほ
ど
置
く
取
り

組
み
を
地
域
全
体
で
や
っ
て
み

て
は
ど
う
か
。
防
犯
に
も
効
果

が
あ
る
。

家
具
の
固
定
も
重
要
だ
。
倒

壊
に
よ
る
負
傷
を
防
ぐ
だ
け
で

な
く
、
外
へ
素
早
く
避
難
で
き

る
効
果
が
あ
る
。
暗
闇
の
中
、

家
具
が
倒
れ
食
器
な
ど
が
散
乱

す
る
室
内
を
抜
け
出
す
の
は
危

険
が
伴
う
。
家
具
の
固
定
は
全

戸
で
や
っ
て
ほ
し
い
。

■

参
加
し
て

地域の問題浮き彫りに

貝田行政区長・中山勝文さ

ん この地区は自宅が津

波で流されたのではなく、床

上浸水などになった浸水地

域。自宅での避難者が多かっ

た。被害が甚大な被災地と比べ、メディアに

取り上げられることがなく、地域や住民が抱

える問題を詳しく知る機会がなかった。今回、

住民たちが語った生の声を参考にして、犠牲

者を出さない地域を築きたい。

家族のルール決めたい

会社員・及川幹也さん

震災当日は一時、連絡が取

れない家族がいて不安だっ

た。地域の避難場所は大曲小

だが、私も含めて家族の勤務

先や学校が市外なので、行けなかったり、時

間がかかったりする場合がある。避難にはい

くつかの選択肢があった方がいいと感じた。

家族で話し合って、ほかの落ち合える場所や

避難のルールを決めたい。

共助の重要性を再認識

■

専
門
家
か
ら

要援護者の情報共有を

佐藤健東北大災害科学国際

研究所教授（地域防災・防災

教育）の話 災害時の要援護

者を把握しているのは民生委

員だが、委員が１人の地区は

災害時に不在の恐れがある。情報共有が必要

だ。仙台市には、各家庭の了解を得た上で家

族構成などを記した名簿を作成した町内会が

あった。東日本大震災でも 分ほどで住民の

安否が確認できたという。

地域と学校で災害対策について話し合う機

会も設けるべきだ。普段から連携することが、

将来の災害の備えにつながる。
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無職・阿部優子さん

昨年８月に亡くなった母は震

災当時、高齢のため、歩行す

る際に介助が必要だった。本

震発生後、自宅に妹と居たが、

近所の女性が手伝いに来てくれたおかげで、

車で逃げることができた。再び津波は襲って

くる。議論を通して、迅速な避難を心掛ける

とともに、近所の人と助け合える関係を築く

ことの重要性を再認識した。

避
難
時
混
乱
の
教
訓
糧
に

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

木
村
理
事
長
が
進
行
役
を
務
め
、
貝
田
地
区
の
住
民
が
震
災
発
生
時
の
教
訓
と
今
後
の
備
え
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
を

出
し
合
っ
た
「
む
す
び
塾
」
‖
東
松
島
市
の
大
曲
地
区
セ
ン
タ
ー

■

参
加
者
の
主
な
発
言

参
加
者
に
は
震
災
時
の
行
動
や
教

訓
に
つ
い
て
、
事
前
に
メ
モ
を
書
い

て
も
ら
い
、
会
場
で
大
き
な
紙
に
貼

り
出
し
て
議
論
の
き
っ
か
け
と
し

た
。
主
な
項
目
ご
と
の
発
言
と
メ
モ

を
紹
介
す
る
。

【
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の

様
子
、
避
難
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
】

「
津
波
警
報
な
の
か
津
波
注
意
報

な
の
か
防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
り

づ
ら
か
っ
た
。
大
津
波
警
報
が
出
て

も
、
津
波
の
高
さ
や
来
る
場
所
が
分

か
ら
な
か
っ
た
」

‖
日
野
長
介
さ
ん

‖

「
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
た
が
、
通

行
人
か
ら
『
水
が
上
が
っ
て
き
た
』

と
教
え
ら
れ
、
す
ぐ
に
高
い
場
所
へ

の
移
動
を
考
え
た
」

‖
狩
野
三
男
さ
ん

‖

「
あ
の
規
模
の
地
震
で
は
必
ず
津

波
が
来
る
と
思
い
、車
で
避
難
し
た
。

電
話
が
通
じ
ず
道
路
情
報
も
分
か
ら

ず
困
っ
た
」

‖
門
屋
征
八
郎
さ
ん

‖

【
自
分
が
津
波
か
ら
助
か
っ
た
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
】

「
地
震
の
直
後
に
携
帯
型
ラ
ジ
オ

で
情
報
を
入
手
し
、
津
波
が
襲
来
す

る
か
な
り
前
に
避
難
し
た
こ
と
」

‖
高
橋
き
さ
子
さ
ん

‖

「
渋
滞
が
発
生
し
て
い
た
た
め
、

普
段
と
は
別
の
ル
ー
ト
を
通
っ
て
帰

宅
し
た
。
普
段
通
り
だ
っ
た
ら
多
賀

城
市
付
近
で
被
災
し
た
と
思
う
」

‖
及
川
幹
也
さ
ん

‖

「
友
人
宅
に
駆
け
込
ん
で
２
階
に

避
難
し
た
。
地
震
が
夜
間
だ
っ
た
ら

想
像
も
つ
か
な
い
被
害
が
出
た
だ
ろ

う
」

‖
中
山
勝
文
さ
ん

‖

【
震
災
の
教
訓
や
考
え
た
こ
と
、

現
在
取
っ
て
い
る
対
策
】

「
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
は
身
近
な

所
に
置
き
、
車
に
は
常
に
毛
布
や
食

料
を
積
ん
で
い
る
」

‖
阿
部
優
子
さ
ん

‖

「
避
難
誘
導
が
可
能
か
ど
う
か
は
、

地
震
や
津
波
の
規
模
に
左
右
さ
れ

る
。
災
害
時
は
人
を
助
け
る
よ
り
、

逃
げ
る
よ
う
声
を
掛
け
合
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
」

‖
木
村
久
義
さ
ん

‖

「
避
難
所
生
活
は
大
変
だ
っ
た
が
、

何
と
か
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
地
域

の
絆
、
家
族
の
絆
の
お
か
げ
」

‖
佐
藤
景
子
さ
ん

‖

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い

う
意
識
付
け
が
重
要
。
そ
れ
が
あ
っ

て
こ
そ
要
援
護
者
に
目
を
向
け
る
こ

と
が
で
き
る
」

‖
三
浦
忠
治
さ
ん

‖

「
個
々
人
が
災
害
の
知
識
を
持
ち
、

対
応
力
を
高
め
る
こ
と
が
地
域
全
体

の
防
災
力
強
化
に
つ
な
が
る
」

‖
千
葉
圭
悟
さ
ん

‖

◇

第
２
回

む
す
び
塾

は

日

仙

台
港
に
隣
接
し
た
多
賀
城
市
の
商
工

業
地
に
あ
る
事
業
所
で
行
い
ま
す
。

東松島市大曲貝田地区 石巻市に近い市

東部に位置し、石巻湾からは３㌔弱離れて

いる。市のハザードマップでは浸水域外に

ある住宅地で周囲に高台はない 現在135

世帯が暮らす。指定避難場所は国道 号を

挟み数百㍍海側にある大曲小。東日本大震

災では、石巻港方面からの津波に加え、地

区に隣接する定川の堤防を超えた津波で浸

水被害を受けた。浸水高は18㍍前後で、

住宅は１階部分が水没。地域内では、家の

片付けをしていたお年寄り夫婦らが津波の

犠牲になった。
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抹

第
１
回
「
む
す
び
塾
」
は
６
日
、

東
松
島
市
の
大
曲
地
区
セ
ン
タ
ー
で

開
い
た
。
貝
田
行
政
区
の
住
民

人

が
参
加
し
、
減
災
・
復
興
支
援
機
構

の
木
村
拓
郎
理
事
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
た
。
参
加
者
か
ら
は

複
数
の
避
難
路
確
保
の
重
要
性
と
と

も
に
、
「
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め

に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
声
掛
け
と
付

き
合
い
が
必
要
」
と
訴
え
る
声
が
相

次
ぎ
、
地
域
の
連
携
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
た
。

貝
田
地
区
周
辺
を
拡
大
し
た
地
図

に
、
震
災
発
生
時
に
い
た
場
所
や
避

難
コ
ー
ス
を
記
入
す
る
「
避
難
体
験

地
図
」
の
作
成
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

指
定
避
難
場
所
の
大
曲
小
を
目
指
し

た
住
民
の
多
く
が
、
国
道

号
な
ど

幹
線
道
路
の
大
渋
滞
に
阻
ま
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

参
加
者
の
一
人
は
車
で
大
曲
小
に

向
か
っ
た
が
、
立
ち
往
生
し
て
い
る

間
に
津
波
が
迫
り
、
引
き
返
し
て
自

宅
２
階
に
避
難
し
た
。
阿
部
優
子
さ

ん

は
「
妹
は
学
校
に
向
か
っ
た

が
、
国
道
で
車
ご
と
津
波
に
襲
わ
れ

た
。
幸
い
に
も
命
は
助
か
っ
た
」
と

話
し
た
。

一
方
で
、
地
震
の
大
き
さ
か
ら
高

台
に
逃
げ
た
方
が
安
全
だ
と
判
断

し
、
３
㌔
離
れ
た
運
動
公
園
に
車
で

移
動
。
渋
滞
を
避
け
て
裏
道
を
通
り

三
陸
自
動
車
道
矢
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
近
く
に
向
か
い
、
津
波
か
ら
逃

れ
た
参
加
者
も
い
た
。

木
村
理
事
長
は
「
複
数
の
避
難
場

所
を
想
定
し
、
日
ご
ろ
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
道
を
探
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

だ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

参
加
者
が
そ
ろ
っ
て
不
安
視
し
た

の
が
要
援
護
者
の
避
難
誘
導
だ
っ

た
。住
民
の
高
齢
化
が
進
む
一
方
で
、

個
人
情
報
保
護
が
壁
に
な
っ
て
、
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
実
態
が
分

か
ら
な
い
状
態
だ
と
の
指
摘
が
相
次

い
だ
。

木
村
久
義
さ
ん

は
「
普
段
か

ら
隣
近
所
で
助
け
合
え
る
関
係
を
築

く
こ
と
が
防
災
の
基
本
だ
ろ
う
」
と

述
べ
た
。日
野
長
介
さ
ん

は
「
民

生
委
員
と
連
携
し
て
、
組
織
的
に
家

族
構
成
を
把
握
す
べ
き
だ
」
と
強
調

し
た
。

地
域
住
民
に
よ
る
避
難
誘
導
の
在

り
方
も
議
論
さ
れ
た
。
避
難
を
呼
び

掛
け
て
い
る
最
中
に
津
波
に
襲
わ
れ

た
住
民
も
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
で
き
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
る
と
思
わ
な
い
と
自
分

が
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
う
」
「
体
の

不
自
由
な
人
を
置
い
て
逃
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
、
自
助
と
共
助

の
は
ざ
ま
で
揺
れ
る
思
い
が
明
か
さ

れ
た
。

「
仮
に
夜
、
停
電
し
て
い
た
ら
避

難
で
き
た
か
」
と
の
問
題
提
起
に
は
、

「
暗
闇
だ
っ
た
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
」

「
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
」
と
の
声
が
漏

れ
た
。
夜
間
は
、
家
族
が
そ
ろ
っ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
一
方
で
、
停
電
で
外
灯
や

家
の
照
明
が
消
え
る
と
、
避
難
に
必

要
な
情
報
が
得
ら
れ
ず
危
険
が
増

す
。
木
村
理
事
長
は
①
分
か
り
や
す

い
場
所
へ
の
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ

オ
の
準
備
②
家
具
の
転
倒
防
止
｜
な

ど
、
日
ご
ろ
の
備
え
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。
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次

へ
の
備
え
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

と
結
ん
で

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
河
北
新
報
社
は
地
域
住
民
ら
と

一
緒
に

次

の
地
震
・
津
波
に
備
え
る
巡
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

む
す
び

塾

を
始
め
ま
し
た
。
被
害
と
犠
牲
を
で
き
る
限
り
抑
え
る
た
め
、
一

人
一
人
が
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
の
か

東
北
大
や
減
災
・
復
興
支
援
機

構

東
京

な
ど
と
連
携
し
て
展
開
し
ま
す
。
震
災
の
死
者
・
行
方
不
明

者
は
２
万
人
近
く
に
上
り
ま
す
。
「
広
く
浅
く
」
と
い
う
防
災
報
道
が

被
害
軽
減
に
十
分
貢
献
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省

意
見
交
換
や
避

難
路
の
検
証
な
ど
を
通
じ
て
課
題

問
題
を
掘
り
下
げ
ま
す
。
「
む
す

び
塾

の
名
前
に
は

地
域
と
人

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
防

災
・
減
災
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
ま
し
た

む
す
び
塾

巡回ワ クショップ＠東松島 大曲貝田

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

防災 練自 組織を核に 職員が得た 整理

宮城県加美町危機管理室長

早坂安美さん

宮城県加美町は来年１月の新防

災計画策定に向けて準備を進めて

います。東日本大震災の被災自治

体の実態調査などに取り組む東北

大大学院の島田明夫教授らと連携

し、防災計画の検証や策定作業を

行う予定です。

島田教授らには、震災時の備え

や対応などについて

多方面へのインタビ

ューや調査を行って

もらいます。従来の

計画が肩書のある人

たちだけの会議で決

まり、一般住民の声が盛り込まれ

ていなかったからです。

防災の担い手となる自主防災組

織づくりも進めています。 行政

区中 区で組織されて、３区でも

近々誕生します。８月５日に行う

震災後初の総合防災訓練では、自

主防災組織を中心とした実践的な

訓練を実施する予定です。

東北学院大施設課課長補佐（多賀

城キャンパス担当）

大宮司俊彦さん

キャンパスの教員、職員は、合

わせて135人です。東日本大震災

前から倉庫に500人が３日間過ご

せる水 乾パン 毛布を備蓄 防災

の役割分担は 管財 学生厚生など

日常業務の延長になっています。

震災当日は、避難誘導、施設の

安全確認、海側に住

む学生の待機などに

続き、400人を超え

る地域住民らの受け

入れに追われまし

た。

トイレに流す水を水槽からくみ

上げて運ぶなど大変な作業もあり

ましたが、教職員が少ない分、気

心が知れていたことで円滑に対応

できました。

現在、震災後の学内の活動や、

感じたことを文書にまとめていま

す。教訓を整理して、今後の防災

対策に生かしたいと思います。

防災・減災のページは、「いのちと地域を守る」をテーマに、読者とともに考

え、作るページです。意見や感想、取り上げてほしい題材、防災に関する情報を

お寄せください。巡回ワークショップ「むすび塾」の開催を希望する町内会など

の団体も募集しています。宛先は〒980―8660仙台市青葉区五橋１の２の28、河北

新報社報道部「防災・減災のページ」係。ファクスは022（211）1256。電子メール

アドレスは
■ お寄せくださ

平成２４年( 年)５月１１日(金曜日) (１４)平成２４年( 年)５月１１日(金曜日) (１４)

(C)河北新報社


